
農地利用集積推進会議が各地区にて開催

　近年、全国・全道的に農業者が減少し、耕作放棄地の拡大により農業生産力が低下しております。
　計根別農協管内においても休農するスピードが想定以上に加速していることに加え、農地の受け
手になり得る農業者においても経営を支える家族労働力が限界化し、規模拡大することが出来ない
など地域としての吸収力を超える農地が流動化する状況となっています。
　このような中、地域の仲間が参画し、地域の状況把握・課題抽出・課題解決策の検討・解決策の
実践に向けた話し合いの場を設け、真剣に取り組んでいくことが急務であります。
　そこで、農地利用集積推進会議を各地区で立ち上げ農地集積のみならず地域全体を見据えた意見
を出し合い、自分達で地域を守っていくことが目的です。
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新規就農者激励会
　

一
月
七
日
（
火
）
に
新
規
就
農
者

激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会

で
は
当
農
協
に
新
規
参
入
し
て
三
ヵ

年
以
内
の
方
々
を
対
象
に
行
わ
れ
、

中
澤
さ
ん
、
齋
藤
さ
ん
、
菊
地
さ
ん

の
三
組
の
出
席
者
（
根
元
さ
ん
は
残

念
な
が
ら
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。）

へ
組
合
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

会
中
で
は
各
々
よ
り
近
況
報
告
等
も
行

い
な
が
ら
、
意
見
交
換
、
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。　
　
　
《
営
農
支
援
課　

吉
田
係
》

講演会のお知らせ
開催日　平成26年２月27日木
場　所　中標津町総合文化会館
　　　　　　　　　コミュニティホール
日　程　開催挨拶　10：30〜10：45（酪農学園大学学長）
　　　　講 演 １　10：45〜12：15
　　　　　演題１（生産者向け）
　　　　　　「ウシのマイコプラズマ感染症を再考する」
　　　　　獣医学類　獣医衛生ユニット　准教授　樋

ひ

　口
ぐち

　豪
ひで

　紀
とし

主　催　中標津町（主管　経済部農林課）
共　催　酪農学園大学、ＪＡ中標津町農業協同組合、ＪＡ計根別農業協同組合
　　　　中標津町教育委員会

組合長より激励の言葉が
ございました

元気いっぱいの中澤伊織君

近
況
報
告
を
行
う
齋
藤
さ
ん
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Ａコープ歳末福引
　

Ａ
コ
ー
プ
け
ね
べ
つ
店
で
は
一
年
間
ご
利

用
下
さ
っ
た
お
客
様
に
対
し
感
謝
を
込
め
て

十
二
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
Ａ
コ
ー
プ
前

駐
車
場
に
て
歳
末
福
引
を
開
催
致
し
、
豪
華

景
品
を
狙
い
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

開
催
に
先
立
ち
佐
藤
参
事
よ
り
、
日
頃
か

ら
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
お
客
様
に
対
し
て

感
謝
を
込
め
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
賞
は
例
年
の
テ
レ
ビ
で
は
な
く
、

油
を
使
わ
ず
揚
げ
物
が
で
き
る
『
ノ
ン
フ
ラ

イ
ヤ
ー
』
で
見
事
引
当
て
た
の
は
計
根
別
小

五
年
の
山
下
蓮
生
君
で
ま
わ
り
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
も
Ａ
コ
ー
プ
け
ね
べ
つ
店

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。先ずは佐藤参事が１本目を

特賞を当てた山下蓮生君

二
等
賞
（
商
品
券
二
万
円
）
北
村
壮
さ
ん

北
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
二
連
覇
な
ら
ず

別海町畜産環境に関する条例（案）説明会
　

別
海
町
で
は
健
全
な
畜
産
環
境
の
保
持
に
つ
い
て
、
基

本
理
念
を
定
め
、
町
、
コ
ン
ト
ラ
業
者
、
及
び
農
業
団
体

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
基
本
事
項

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
水
環
境
を
保
全
し
、
農

業
と
漁
業
が
将
来
に
わ
た
り
共
存
共
栄
し
う
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
処
理
基
準
を
設
け
一
月

十
四
日
（
火
）
別
海
地
区
の
酪
農
家
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
会

議
室
に
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
別
海
町
か
ら
は
農

政
課
の
竹
内
次
長
が
条
例
に
対
し
て
の
規
制
基
準
な
ど
を

説
明
し
、
酪
農
家
か
ら
も
質
問
や
意
見
が
数
多
く
出
ま
し

た
。

　

案
が
通
れ
ば
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
基
準
違
反
が

発
覚
し
た

場
合
は
家

畜
排
せ
つ

物
指
導
チ

ー
ム
よ
り

改
善
指
導

が
実
施
さ

れ
、
改
善

さ
れ
な
い

場
合
は
氏

名
等
の
公

表
が
科
せ

ら
れ
る
と

い
う
こ
と

で
し
た
。
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年部　　　版

JA根室地区青協 幹部研修会
　

一
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
七
日
（
金
）
の
二

泊
三
日
の
日
程
で
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
事
業
『
幹

部
研
修
会
』
へ
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
農
林
水
産
省
へ
行
き
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
や
従
業
員
の
労
働
環
境
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
、
受
精
卵
移
植
、
飼
料
米
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、

終
わ
っ
た
時
に
は
予
定
し
て
い
た
二
時
間
を
超
え

て
お
り
、
更
に
そ
の
あ
と
も
廊
下
で
質
問
を
や
り

取
り
を
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
併
せ
て
自
分
の
知
ら
な
い
事

が
沢
山
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

夜
は
農
水
省
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
若
手
職
員
の
方
々

と
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
に
当
農
協

組
合
員
の
農
場
（
坂
井
牧
場
）
で
実
習
を
し
た
安

井
さ
ん
も
出
席
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
職
員

の
方
々
も
気
さ
く
な
方
が
多
く
、
色
々
な
事
を
情

報
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
参
議
院
議
員
会
館
で
参
議
院
農
林
水

産
委
員
長
の
野
村
哲
郎
先
生
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
な
い
機
会
な
の
で

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
中
央
酪
農
会
議
へ
行
き
、
食
育
を

中
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
の
あ
り
方
を
改
め
て
理
解
し
、
計

根
別
で
も
大
き
く
食
育
活
動
を
や
っ
て
い
け
れ
ば

食
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
を
知
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

夜
は
伊
東
良
孝
先
生
の
秘
書
の
方
を
交
え
て
懇

親
会
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
中
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
多
く
の
質
問

に
あ
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
似
た
よ
う
な
団
体
が

来
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
淡
々
と
進
む
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
は

感
じ
ず
、
熱
い
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
同
時
に
他
の
支
部
の

青
年
部
と
も
意
見
交
換
が
出
来
、
勉
強
に
な
る
事

ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
坂
井　

広
志
（
東
部
支
部
）〉

〈
安
斉　
　

悟
（
本
別
支
部
）〉

野村先生と一緒に… 農林水産省の前で集合写真

中
酪
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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ホクレン根室地区家畜市場で初セリ
　

ホ
ク
レ
ン
根
室

地
区
家
畜
市
場
で

一
月
八
日
（
水
）

初
セ
リ
と
な
る
一

般
市
場
で
乳
牛
、

初
生
、
廃
用
牛
な

ど
約
一
，
〇
〇
〇

頭
が
上
場
さ
れ

九
一
五
頭
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン

の
初
妊
牛
の
平
均

価
格
は
四
一
六
，

六
四
八
円
で
前
年
同
期
に
比
べ
二
四
，
一
六
四
円
安
く
、
初

生
ホ
ル
雄
は
平
均
四
〇
，
〇
六
二
円
で
前
年
同
期
に
比
べ
六
，

一
四
二
円
高
か
っ
た
。
ま
た
、
乳
用
交
雑
種
（
Ｆ
１
）
の
初
生

雄
は
平
均
一
七
八
，
二
五
四

円
、
同
雌
に
お
い
て
は
平
均

一
三
七
，
一
一
〇
円
と
前

年
に
比
べ
五
万
円
以
上
高

値
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
更
に
廃
用
牛
に
お
い
て

は
、
ホ
ル
で
平
均
一
一
九
，

三
七
七
円
で
前
年
同
期
で
は

六
万
五
千
円
ほ
ど
高
く
販
売

さ
れ
て
お
り
、
酪
農
家
に
と

っ
て
は
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

今年初のセリは真っ白い牛
その横は真っ白い髪の岩本さん

大槻君緊張しないで・・・！！

新年親睦会
　

一
月
二
十
七
日
（
月
）
農
協
二
階
会
議
室

に
て
、
部
員
約
三
十
名
が
集
ま
り
「
女
性
部

　

新
年
親
睦
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
夫
副
部
長
の
司
会
・
進
行
で
、
長
谷
川

部
長
よ
り
挨
拶
、
西
塚
組
合
長
よ
り
新
年
の

挨
拶
と
乾
杯
を
頂
い
た
後
は
、
お
寿
司
・
オ

ー
ド
ブ
ル
・
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
・
デ
ザ
ー
ト

等
を
食
べ
、
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

　

西
塚
組
合
長
か
ら
デ
ザ
ー
ト
に
ケ
ー
キ
を
頂
き
皆

さ
ん
で
と
て
も
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
話
に
華
が
咲
き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
特
別
ル
ー

ル
と
し
て
、
一
回
ビ
ン
ゴ
し
て
も
全
て
の
穴
が
空
く
ま

で
ゲ
ー
ム
を
続
け
て
も
ら
い
、
全
て
空
い

た
方
に
も
景
品
を
も
ら
え
る
と
い
う
ル
ー

ル
に
し
、
三
列
四
列
と
空
い
て
い
く
ご
と

に
盛
り
上
が
り
が
増
し
て
い
っ
た
よ
う
で
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

西塚組合長
「女性の力をＪＡに」

長谷川部長
「今日１日楽しく過ごして

ください」
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計根別和牛生産振興会

白黒通信

第３８回 計根別農協乳牛改良連合会 通常総会開催

　

一
月
二
十
八
日
（
火
）、
農
協
会

議
室
に
て
計
根
別
農
協
乳
牛
改
良

連
合
会
（
漆
原
俊
之
会
長
・
会
員

八
十
六
名
）
は
第
三
十
八
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
漆
原
会
長
は
平

成
二
十
五
年
度　

根
室
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
で
の
リ
ザ
ー
ブ
・
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
獲
得
、
三
頭
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
獲
得
、
牛
群
平
均
乳
量
一
万
㎏
や

乳
蛋
白
質
量
一
千
ポ
ン
ド
の
達
成
の
増
加
な
ど
会
員
の
様
々
な
活
躍
を
労
い
、

「
昨
年
は
、
天
候
不
順
に
よ
る
多
忙
な
収
穫
作
業
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
へ
の

正
式
発
表
お
よ
び
飼
料
価
格
、
生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営

環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に

も
、
安
定
し
た
生
産
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
当
会
の
目
標
と
し
て
い

る
長
命
連
産
や
体
型
改
良
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
は
更
な
る
飼
養
管
理
、
乳
牛
改
良
に
邁
進
し
、
よ
り

良
い
牛
群
を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
養
老
牛
乳
牛
改
良
同
志
会
の
中
村
正
博
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、

議
事
に
入
り
乳
牛
の
高
い
泌
乳
能
力
を
維
持
す
る
た
め
機
能
性
・
強
健
性
・

連
産
性
に
富
ん
だ
乳
牛
改
良
お
よ
び
販
売
課
と
の
連
携
に
よ
る
有
利
個
体
販

売
に
向
け
た
取
組
を
掲
げ
、
二
十
六
年
度
事
業
計
画
等
を
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
書
に
は
個
体
能
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の
指
標

と
し
て
、
各
同
志
会
・
組
合
・
全
道
別

の
乳
量
・
乳
成
分
表
や
余
剰
牛
の
有
利

個
体
販
売
向
け
た
初
妊
牛
リ
ス
ト
を
添

付
し
意
識
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
役
員
の
方
々
に
は
と
も
に

当
会
の
運
営
に
ご
尽
力
頂
け
ま
す
よ
う

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

小
林
係
》 漆原会長の挨拶

丁寧な進行をしてくれた中村議長

尾之内恒星牧場 林満治牧場（エクセレント獲得）

受賞者代表　西塚知也氏の挨拶

人見氏（ジェネティクス北海道）
による乾杯の挨拶
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所有者 名　　　　号 父略号 審査年齢 産次数 決定得点 審査年月日

林　　満治 フオレスト　ヒンペルスター　ラデユツク 29H583 04-06 3 90 平成25年  7月24日

蛭田健太郎 ヒルタビユー　シーナ　ポドンク 200H3067 06-06 5 90 平成25年  1月31日

蛭田健太郎 ヒルタビユー　タイロー　キテイ 29H9023 06-06 5 90 平成25年10月21日

◎平成24年度 体格審査 新規エクセレント級 獲得

所有者 名　　　　　号 父略号 月齢 産次 乳量 F ㎏ F ％ P ㎏ P ％ SNF 
㎏

SNF 
％

漆原　俊之 ウインザー　テイーモンテ　テンポ JP5H51740 06-06 5 15105 661 4.4 505 3.3 1317 8.7

㈱美馬農場 ブリリアント　カキ　ジエスロ JP3H03479 05-05 4 15184 573 3.8 496 3.3 1323 8.7

㈱美馬農場 ブリリアント　ピータン　オリンピツク　タムシド HG973318 03-04 2 15029 538 3.6 487 3.2 1307 8.7

㈱美馬農場 ブリリアント　ネーチヤン　ノマド　ジエスロ JP5H51940 04-07 3 15308 555 3.6 485 3.2 1356 8.9

㈱美馬農場 ブリリアント　パオズ　ヒルトン　ベルウード JP3H52585 04-01 3 15055 537 3.6 480 3.2 1310 8.7

㈱美馬農場 アムカス　リーダー　マグナ 91H4489 03-11 3 15007 508 3.4 473 3.2 1299 8.7

田中　洋希 ロツキー　メドー　アレン　ワン　ＥＴ 39H750 04-03 3 13757 536 3.9 472 3.4 1229 8.9

㈱美馬農場 ブリリアント　チヨウトロ　ボリヴアー　サムソン 29H10124 03-02 2 15242 526 3.5 467 3.1 1326 8.7

後藤　　順 エネビー　スリーピー　マジエスタ　マジヨーラ JP4H53243 06-06 5 14334 567 4.0 467 3.3 1223 8.5 

㈱美馬農場 ブリリアント　シナチク　オリンピツク　バレツト HG973318 02-11 2 14669 477 3.3 465 3.2 1285 8.8

㈱美馬農場 ブリリアント　ゴンチチ　ジエスロ　メダリオン JP3H03479 05-05 4 14392 606 4.2 465 3.2 1286 8.9

㈱美馬農場 ブリリアント　チヤチヤ　ダイオン　ベルウード JP3H52596 03-00 2 12941 484 3.7 463 3.6 1156 8.9

㈱美馬農場 ブリリラント　キラリ　シバー　タム　シド JP3H51728 05-05 4 14197 566 4.0 463 3.3 1234 8.7

㈱美馬農場 ブリリアント　タツチ　トレビノ　ルドルフ JP3H51825 03-10 3 15315 520 3.4 461 3.0 1310 8.6

㈱美馬農場 ブリリアント　ブリザード　ドミトリー　エルヒーローズ JP3H52304 05-00 4 14819 525 3.5 459 3.1 1275 8.6

菊地　修一 スカイハイ　ジエスロ　エンパイヤー JP3H03479 04-01 3 13839 532 3.8 458 3.3 1225 8.8

◎乳タンパク量　1,000ポンド（305日）

特別表彰の部

農　家　名 実 頭 数 乳　量 乳 脂 量 乳 脂 率 蛋白質率

尾之内　恒　星 61.4 11332 466 4.11 3.32 

西　塚　知　也 67.4 10338 407 3.94 3.31 

松　永　慎　一 38.6 10208 425 4.16 3.25 

◎　牛群平均乳量　10,000㎏以上　（H24.12月～H25.11月）
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成25年度12月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,185,983 99.4 74,002,018 98.8 142　　　　
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,401,612 97.3 95,493,303 97.7 180　　　　
Ｊ Ａ 計 根 別 6,919,003 95.7 63,550,024 96.3 149(-1)
Ｊ Ａ 中 春 別 9,502,030 95.8 86,935,470 96.8 174　　　　

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,855,826 95.7 72,307,533 97.1 162　　　　
上 春 別 支 所 5,182,840 95.1 47,547,444 96.9 80　　　　
別 海 本 所 13,172,144 93.5 125,011,695 97.0 260(-2)
根 室 支 所 3,880,696 96.3 36,604,299 96.7 90　　　　

小　　　　計 30,091,506 94.7 281,470,971 97.0 592(-2)
合　　　　　計 65,100,134 95.9 601,451,786 97.2 1237(-2)

ホクレン根室家畜市場 一般市場　1月15日開催分　 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル 　 オス 209 200 85,050 105 40,248 5,724
初生・ﾎﾙ　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 6 3 1,050 105 420 -2,205
初生・ホル 　 メス 24 23 180,600 13,650 122,941 11,606
初 生・F 1 　 オス 121 118 259,350 4,200 177,156 -4,402
初 生・F 1 　 メス 97 94 190,050 5,250 113,512 -27,447
初生・和牛　オス 19 16 424,200 273,000 353,784 -7,034
初生・和牛　メス 9 8 392,700 168,000 304,894 2,004
初生・肉専用種　オス
初生・肉専用種　オス 2 2 114,450 16,800 65,625 -83,475
初生・その他　オス 1 0
乳牛・ホル　育成 63 58 349,650 79,800 242,876 -9,393
乳牛・ホル　初妊 32 31 517,650 237,300 454,244 19,606
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 8 8 367,500 194,250 454,244 265,094
乳牛・ホ無　経産 2 2 254,100 162,750 208,425
肉素・乳用交雑（F1)メス 2 2 133,350 117,600 125,475
肉素・乳用交雑（F1)オス
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　メス 2 2 60,900 3,150 32,025
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ﾇｷ 2 2 88,200 10,500 49,350 23,100
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ｵｽ 5 5 79,800 2,100 27,720
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上ﾒｽ 24 23 180,600 13,650 122,941 -25,551
肉素・黒毛和種メス 2 2 202,650 191,100 196,875 -63,525
肉素・黒毛和種ヌキ
廃用・乳用交雑種 1 1 36,750 36,750 36,750
廃 用・ ホ ル 146 146 266,700 45,150 133,774 32,558
廃 用・肉 専 用 種 3 3 266,700 132,300 214,550 -93,100
廃 用 ・ そ の 他

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　1月16日開催分  税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 445 423 642,600 246,750 523,158 36,633
乳牛・ホル 初妊ET 36 30 711,900 438,900 627,585 15,668
乳牛・ホ無　初妊 5 3 515,550 457,800 489,300 44,975
乳牛・ホル 経産牛
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 486 456 711,900 246,750 529,806 38,294

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　2月3日現在 1,100円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　1月15日開催分　　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 539 527 730,800 208,960 490,364 22,401
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 181 174 794,850 347,550 540,907 31,206
肉牛・黒毛　メス計 720 701 794,850 208,960 502,910 27,375
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 760 718 795,900 353,850 572,404 3,883
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 199 187 792,750 424,200 613,054 14,697
肉牛・黒毛　去勢計 959 905 795,900 353,850 580,803 6,827
繁 殖 ・ 黒 毛 46 38 715,050 256,200 464,908 25,687
廃 用 ・ 黒 毛 90 86 456,750 43,050 271,136 -30,739
廃 用 ・ 褐 毛
廃 用 肉 専 用 種 3 3 239,400 113,400 170,100

　　　　　1月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,483 4
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,274 － 19
そ の 他 の 未 経 産 29 0

計 7,786 － 15
経 産 牛 （ ホ ル ） 10,505 － 34
そ の 他 の 経 産 牛 26 0

計 10,531 － 34
合　　　　　　　計 18,317 － 49

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 610 － 9
黒 毛 和 種 　 オ ス 82 － 10

計 692 － 19
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 69 20
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 41 － 3

計 110 17
合　　　　　　　計 802 － 2
総　　　合　　　計 19,119 － 51

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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体
高
が
標
準
よ
り
下
回
る
子
牛
が
減

少
し
て
い
ま
し
た
（
図
３
）。
体
重

で
も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
、
初
乳
の

増
給
、
換
気
の
徹
底
な
ど
の
効
果
で

子
牛
の
疾
病
が
減
少
し
、
順
調
に
発

育
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

根
室
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
デ
ー
タ
（
Ｈ

24
年
11
月
末
）
で
は
、
６
ヶ
月
齢
ま

で
の
子
牛
の
約

７
％
が
死
廃
用

に
な
っ
て
い
ま

す
。
死
廃
用
さ

れ
た
牛
の
約

16
％
が
消
化

器
・
呼
吸
器
の

疾
病
が
要
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
牛
の
下
痢

や
肺
炎
の
発
生

が
気
に
な
っ
て

い
る
農
場
で
は
、

ま
ず
、
初
乳
を

腹
い
っ
ぱ
い
飲

ま
せ
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
？

　

子
牛
は
、
初
乳
に
含
ま
れ
て
い
る

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
吸
収
し
、
初
め

て
病
原
菌
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し

ま
す
。

　

子
牛
に
多
く
の
免
疫
を
獲
得
さ
せ

る
た
め
に
は
、「
品
質
の
良
い
初
乳

を
」「
腹
い
っ
ぱ
い
」「
子
牛
が
飲
め

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
」
与

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
牛
に
多
く
の
免
疫
を

獲
得
さ
せ
る
た
め
に
、
初
乳
を
増
給

し
た
根
室
管
内
の
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
１
．�

初
乳
か
ら
子
牛
へ
の
免
疫
移
行

（
Ａ
農
場
）

　

初
回
ほ
乳
時
に
初
乳
を
1.5
～
２
ℓ

給
与
し
て
い
た
Ａ
農
場
で
は
、
初
乳

を
給
与
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
変
更
せ

ず
に
、
初
乳
を
飲
め
る
だ
け
（
３
～

４
ℓ
）
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

初
乳
か
ら
子
牛
へ
移
行
し
た
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
と
、
子
牛
血
清
タ
ン
パ

ク
質
濃
度
に
は
正
の
相
関
が
あ
る
の

で
、
初
乳
増
給
の
効
果
を
、
初
乳
給

与
２
日
後
の
子
牛
の
血
清
タ
ン
パ
ク

質
濃
度
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

平
均
で
増
給
前
5.0
ｇ/

㎗
だ
っ
た

血
清
タ
ン
パ
ク
質
濃
度
は
、
増
給
後

5.7
ｇ
／
㎗
に
上
昇
し
、
子
牛
へ
よ
り

多
く
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
移
行
で

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た（
図
１
）。

２�

．
30
日
齢
ま
で
の
診
療
回
数
の
減

少
と
子
牛
の
発
育
改
善（
Ｂ
農
場
）

　

Ｂ
農
場
で
は
、
初
乳
の
給
与
量
を

２
ℓ
か
ら
３
ℓ
に
増
や
し
、
ほ
育
ロ

ボ
ッ
ト
牛
舎
を
で
き
る
だ
け
開
放
し

て
換
気
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
初
乳
増
給
後
の
30
日

齢
ま
で
の
診
療
回
数
は
、
増
給
前
の

約
1/5
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

ま
た
、
初
乳
増
給
前
後
で
実

施
し
た
生
後
５
ヶ
月
齢
ま
で
の

体
測
の
結
果
、
初
乳
増
給
後
、

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

初乳をたっぷり飲ませる効果
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11

Ｃ

Ｂ

A

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

1 2 3 54

6 7

8 9

10 11 12 13

14 15 16 17

18

19 20

１　鹿児島銘菓といえば？

４　寒いけど○○の時間が少

し長くなってきました

６　例外のない○○○はない、

といいます

７　祈願や祈念のこと

８　容姿の美しい男性です

10　点茶で抹茶の分量を少な

めにたてたお○○

12　失敗、失敗！

14　お砂糖は入っていませんよ

16　山の○○○、橋の○○○。

ふもとやそばのこと

18　ゆらゆら揺れる○○○○○・

チェア

19　冬に防寒とおしゃれを兼

ねて履きます

20　オスの鶏はとくに大きい

頭頂部の冠

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成26年３月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」２月号誌上

クロスワードパズル

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ Ｇ

１　丈夫な歯や骨を作るのに

欠かせない栄養素

２　シチューやカレーの旨さ

の決め手

３　焼肉で食べるばら肉とい

えば何？

４　炭火の熱気で布のしわを

伸ばすもの

５　○○色は紫色を帯びた紺

色のこと

７　簡単調理で食べられる

○○○○○○食品

９　サーフィンは○○乗りを

する遊び

11　飲み物を飲むのに使います

13　子どもが作って遊ぶ○○

電話

15　夢中になりすぎ、○○○

を抜かす

17　お灸に使うヨモギの葉

【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

抽選の結果下記の方が当選致しました。
プレゼントを営農企画課でお受け取りください。

辻　由紀子さん　漆原　信夫さん
村上　今日さん　小島　春男さん
佐藤　広光さん

松本　夕香さん　倉田　　勇さん
加部　絢子さん　境　　　満さん
山下　優美さん

クロスワードパズル12月号・１月号の答え

＜１月号の答え＞＜12月号の答え＞

イチネンホッキクリスマスツリー

退
職
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
私
事
で
す
が
一
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

去
年
の
四
月
、
販
売
部
酪
農
課
に
配
属
さ
れ
、
約
一
年
と

い
う
短
い
間
で
し
た
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
去
年

の
七
月
か
ら
は
、
ひ
と
り
で
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
多
く
の
事

を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
授
精
技
術
が
未
熟
な
の
に
も
、
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず

に
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
技
術
向
上
の
た
め
に
、
牛
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
と

言
え
ば
気
軽
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
く
だ
ら
な
い
自
分
の
話
に
も
最
後
ま
で
付
き
合
っ
て
も
ら
い
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
計
根
別
農
協
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
短
い
間
で
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
上
司
に
も
同
僚
に
も
恵
ま

れ
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

販売部
酪農課 酪農係
木村　洋介



編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課
発行日／平成26年２月12日

　昨年、JA計根別組合員の皆さんや市街住民の皆さんに応募を呼びかけ、
決定した『みるふ』ちゃんが青年部員の手で復元してついに完成しました。
早速、計根別小学校でお披露目をし子供たちの人気者になりました。
　これから、イベントがあるたびに『みるふ』ちゃんが見られると思います
ので、皆さんで盛り上げていきましょう。

早くも皆にいじられています…

計根別小学校全校生徒と『みるふ』ちゃん

ゆるキャラデザインの
花岡如恵さん

計根別地域キャラクター完成
～青年部員が皆で手作り～

制作風景


